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長崎高教組

全教定通部 2019 年度

中国･四国･九州ブロック学習交流集会 in山口

◆ 日 程 2019年11月2日(土) ～ 3日(日)

◆ 会 場 1日目：サンフレッシュ山口 山口市湯田温泉5丁目5-22

2日目：山口県立美術館 &周辺／宇生賀集落 &西台高地

◆ 本県参加者 濱本功二 （佐世保中央夜間）、平湯政敏 （鳴滝昼間）、渕上隆 （大村定時）、烏山隆弘 （鳴滝夜間）計4名

定時制・通信制高校に通学する生徒たちが抱える課題や指導実践例等の情報を交換・共有し、交流を

深めました。

１ 講 演 「スクールソーシャルワーク ～事例発生から校内対応までのポイント～」
岩金 俊充さん （いわかね社会福祉士事務所代表）

認定社会福祉士（児童・家庭分野）の岩金さんは、社会福祉事務所

代表以外にも幅広く活動されています。

やまぐち総合教育支援センター内子どもと親のサポートセンター

SSW・主任 SV、島根県教育委員会 SSW・SV、宇部フロンティア大学
・山口大学非常勤講師、日本学校ソーシャルワーク学会理事、大阪府

立大学21世紀科学研究機構スクールソーシャルワーク評価支援研究所客

員研究員等の肩書きをお持ちです。

いわかね社会福祉事務所の方針は……「お金のことは考えない。先のことも考えないです」

何とも楽天的な自己紹介で始まった講演。本来120分の内容を90分に凝縮。流れるような言葉の１つ１

つが発する熱量の元は、いったい何だろう。

教員免許と社会福祉士資格を所持。教育と福祉の両方の現場で実践経験を有し、2008年山口県で SSW
事業開始当初から実践を重ね、各方面から引っ張りだこの岩金さん。歩んできた道は決して真っ直ぐで

平坦ではありません。大学の美術学科彫刻専攻卒 → 陶芸工房でアルバイト（半年間）→ 中学校臨時採

用教員（美術、4年3ヶ月）→（結婚を機に収入が安定した正社員の道を選び）→ 知的障害者授産施設

指導員（7年間）→（社会的弱者を助けることに限界を感じ）→ 独立型社会福祉士事務所開設 → 開所

3年で貯蓄が底をつく。岩金さんから放たれる凄みオーラというか腹をくくった感はご自身の経験から

くる覚悟に他なりません。高校時代、生徒会副会長として、暴力的な教員に対する抗議文を張り出した

り、厳しすぎる校則に対して改則要求する等、正義感あふれるお人柄はこのエピソードが証明しています。

参考文献（経歴部分）内田光範2008「スクールソーシャルワークに求められる専門性に関する一考察」山口県立大学学術情報第3号〔社会福祉学部紀要〕2010年3月

(1)ケース会議の進め方について …… 次の目標を立てグループワークで演習しました。

①ケースを把握するための適切な質問ができる。

②ケースの困難事象の支援先を３つに分類する。

❶医療で対応 ❷カウンセリングで対応 ❸ソーシャルワークで対応（環境や人間関係）

③ケースがどんな悪循環（バッドサイクル）に陥っているか解析する。

④どのような関係機関とつながればよいかわかる。

⑤自分に何ができるか気付く。
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(2)ケース会議の手順

①発表者（事例提供者）が10～20分程度で概要や象徴的な出来事（インシデント）を発表。

②参加者は事実について簡潔に質問する→発表者の推測・感想・意見を求めない→事実をありのま

まに簡潔に回答する→質問から逸れた回答をしない→推測・意見は原則言わない→推測で答え

る場合、根拠となった事実や理由を簡潔に説明する。

③エコマップを描きながら集まった事実を総合→事例の全体像を明確化。

④数々の問題をバイオ（医療で支援）、サイコ（カウンセリングで支援）、ソーシャル（環境への支援）に分類。

⑤良いところ・強み（ストロングポイント）を見つける。

⑥問題の悪循環（バッドサイクル）を見つける。

⑦悪循環のどこに介入すればよいか考える。

⑧ケース会議に、どの関係機関を呼べばよいか。

⑨明日から、自分にできることを考える。

(3)どのような循環的なシステムが成り立っているか分析

立体的に整理することで、主訴の奥にあるニーズを見いだす。 エコマップ

介入方法

×…⑥すべてが正論の指導は、教員の自己満足。大切なことは、母の立場でできることを言う。

◎…⑧教員が母とともに家の掃除をする。

エコマップ

文章による記録から図式化することで、隠れた事実や親族の関係性が見えてくる。

「お金の事は考えない。先のことも考えない」の意味……講演で収まりきれない部分も補足資料と

して惜しみなく提供していただきました。子どもを取り巻く家庭や環境に注目し、彼らが置かれた環境

への働きかけや関係機関とのネットワーク構築により課題解決を図っていく。誠実さをよりどころに子

どもの最善の利益を最優先させる。振り返れば歩いてきた道すべてが天職 SSW につながっていた岩金

さんの生き方を感じた講演でした。

２ 事例発表 「心理教育プログラムの実践 高校生活における自己理解」
黒﨑 亜希子さん（宇部中央高校定時制 スクールカウンセラー）

心理教育の専門知識を活用した実践報告。思春期は、自己肯定

感が低下する。自分を客観視するメタ認知が進み、アイデンティ

ティが確立していく。さらに進路決定という現実を迫られる時期。

高校生の自己理解や他者理解を目的とした授業（計4時間）を担

当。ペアワークやグループワーク等を通じて、感受性の促進、自

己有用感の発現や社会性の向上を導く。心理教育の手法（ジョハ

リの窓、臨床動作法、リフレーミング）も紹介。摂食障害や自傷

等のケースでは、担任や養護教諭が本人や家族・専門医との関わ

り方をアドバイス。

介入
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３ 意見交換 各県が抱える課題や取り組み等あれこれ…

各県の課題や取り組み等の情報を共有。あっと言う間の40分間でした。

県 長期休業中勤務時間 定通手当 課題や取り組み等

長崎 各校で設定 5% 佐世保中央高校のエンカレッジコースの多くの問題点について。

佐賀工業高校･佐賀商業高校の給食デリバリー方式。行政の都合だけで学校
佐賀 13:00-21:30

現場を大混乱させた経緯と問題点について。

① 8:30-17:00 ②11:00-19:30 夜間部が設置されている高校で 地域巡回型の SSWを１校１人配
岡山

③13:00-21:30 から個人申請 あれば昼間部も定額18,000円 置へ向けて県教委交渉。

香川 8:25-17:00 7% SSW20名以上配置の先進的取り組み。

・統廃合が進み(14→7校)、県北部に定時制高校がなくなる。新山口駅近く

勤務開始10:00 に新設される三部制＋通信制高校では、公共交通機関の通学利用に制約。

を基準。各自、 県北部（萩地区等）の生徒が定時制高校で学ぶことが事実上困難。*図１
山口 10%

１時間程度の ・下関双葉高校が施設･設備未完成のまま2019年開校。特支と併設のため、

早出遅出申請 交流授業等でトラブル。人事異動で希望者を集めた職員構成で、定通勤務

未経験者も多い。結果、前任校同様の高圧的な一斉指導も見受けられる。

萩地区

★

新設校

図１ 県南部に集中する山口県の定時制･通信制高校（平成30年度）

４-１ フィールドワーク A 山口の文化と芸術を味わう市内散策

・「岸田劉生展」鑑賞（山口県立美術館）

・大内塗箸づくり体験（山口ふるさと伝承総合センター）

落ち着いた雰囲気の山口市。

色づき始めた銀杏並木が目に優しく映るコース。
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４-２ フィールドワーク B イージス･アショア候補地の見学

・福賀大農業まつり見学（福賀小学校） ・現地概要説明（福賀のうそんセンター）

・現地見学（宇生賀集落、自衛隊演習場、湧水、西台高地、ドクターヘリ発着場、演習場北側入口）

米津高明さん（イージス・アショア配備に反対する阿武町民の会）の案内で、自衛隊演習場や「羽月の名水」と

呼ばれる湧水地、希少種「無角和牛」の放牧場等見学しました。

(1) イージス･アショアとは

イージス・アショアは、米国製の最新鋭レーダー

で捉えた弾道ミサイルを大気圏外(宇宙空間)で迎撃

する防衛システムの陸上配備型。防衛省は早ければ

2023年度の運用開始を目指し、陸上自衛隊の新屋演

習場（秋田市）とむつみ演習場（山口県萩市）で配備

のための調査等を進めている。レーダー、指揮通信

システム、迎撃ミサイル発射機等で構成される。
イメージ図 ハワイカウアイ島イージス･アショア実験施設

現在配備されているのは２カ国。ルーマニアは米軍基地内で2016年から運用開始。実戦配備されてい

る世界で唯一の場所。2020年以降運用開始予定のポーランドでは、市街地に近い場所に配備。米軍の規

制が多いため経済被害が発生し、損失額は25年間で900億円と試算されている。スウプスク市マレック･

ビエルナツキ副市長は「損失は市の年間予算の５倍に匹敵する額で、極めて深刻です。投資が減れば雇

用も減り、人も流失します。基地による制約は大きな打撃で、市の発展を阻害する要因になっています」

欧州のイージス・アショアは、アメリカの費用で展開され、アメリカが運用している。

(2) イージス･アショアをめぐる動き

時 期 主な動き

2017年12月 ・イージス・アショア導入を閣議決定 「今後５年かけて２基を設置」

2018年6月 ・防衛省大野敬太郎政務次官が山口県庁へ

村岡山口県知事、藤道萩市長、花田阿武町長らに対し、自衛隊むつみ演習場が陸上

配備型迎撃ミサイルシステム「イージス・アショア」の配備候補地となり、今後調

査等をすると説明

2018年6月～8月 ・萩市と阿武町で３回説明会開催（阿武町では８会場）

説明会資料「BMD システムは、弾道ミサイルの攻撃から国民の生命と財産を守る唯
一の手段です。イージスアショアを配置すれば日本全国を24時間365日防護できます」

2018年9月 ・阿武町福賀地区（福田地区・宇生賀地区）の全16自治会と全４農事法人が、阿武町議

会末若議長に「イージス・アショアの陸上自衛隊むつみ演習場への配備計画の撤回を

求める請願書」を提出 → 阿武町議会議員８名満場一致で採択

・同日、議会の場で花田町長がイージス・アショア配備反対を表明

2018年10月 ・萩市と阿武町で１回説明会開催（阿武町では３会場）

2019年1月 ・防衛省原田憲治副大臣が山口県庁へ

村岡山口県知事、藤道萩市長、花田阿武町長と面談

原田副大臣「地元の理解を得ることが大前提」と発言

花田町長「むつみ演習場への配備を断念していただきたい」と要望

・アメリカのトランプ大統領が、イージス・アショア防衛システムを21億5000万ドル

（日本円にして 2,350億円）で日本に売却することを承認し、アメリカ議会に通知




